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【北朝鮮による拉致被害者の人権】
　
　1970 年代から８０年代にかけて，北朝鮮による日本人拉致が多発し，これまでに 17
名が拉致被害者として認定されています。拉致は，人間の尊厳，人権及び基本的自由の重
大かつ明白な侵害です。その中に，本県出身の『市川修一』さんと『増元るみ子』さんも
含まれています。このほかにも，北朝鮮により拉致された疑いのある，いわゆる『特定失踪者』
の方々も多数おられ，昭和４６年１２月３０日に大崎町の自宅から宮崎空港へ向かう途中，
拉致されたのではと疑いのある『園田一』さんと『園田敏子』さんも『特定失踪者』に含
まれています。本町においても，拉致問題を風化させないことが重要です。
※『特定失踪者』とは，民間団体である『特定失踪者問題調査会』が，「北朝鮮による拉致
かもしれない」というご家族の届出等を受けて，独自に調査の対象としている失踪者のこ
とです。

～人権について，考えてみましょう。～ 人権啓発
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